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要
望
演
題【1 はじめに】当院の手術件数は毎年増加の一途で

あり、この件数を行うには手術室の効率的な運用が
必要である。経済効果を踏まえると稼働率を夜勤帯
に求めるよりも日勤帯に稼働率を上げこれを維持す
ることが最良の方法である。現在のターンアラウン
ド時間（手術患者退室から次の手術患者が入室する
までの時間：TAタイム）は平均25分に短縮されつ
つあった。しかし、手術室の24時間稼働率を見ると
稼働率の夜勤帯へのずれ込みが見られた。スタッフ
からTAタイムの短縮には各単位の色々な理由があ
り、一律に標準化できない情報が得られた。今回は
日勤帯の稼働率の低下を招き、標準化できないTAタ
イムの延長要因の把握に努めた。その結果を報告す
る。
【2 目的】日勤帯のTAタイムの延長の要因を明確に
する
【3 調査方法および調査期間】1）平均TAタイム
（約30分）より延長した場合の遅れ原因を手術室リ
ーダーが選択肢の中から選び調査した　2）この結果
を基に現状と原因分析する　3）調査期間　平成22
年9月～11月
データー収集した内容は個人が特定されないように
配慮し分析した
【4 結果・考察】この期間のTAタイム延長は8.5%
（174件）の発生率であった。1日平均3件弱の発生率
が立証された。要因者の理由としては執刀医の外来
診療待ちや手術室の看護師不足、患者の入院待ちや
循環器評価待ちが多く見られた。現時点での手術看
護師不足によるTAタイム延長は22%（41件）あり、
今後さらに増加する手術件数に対して大きな課題と
なることを予測した。稼働時間のピークタイムを日
勤帯の早い時間で維持することも重要であると同時
に、TAタイムが速やかにピークに戻る様な取り組み
が手術室単体ではなく職種や枠組みを越えて考える
必要性がある。

【はじめに】看護職員が日々使用する医療材料の種類
や数は膨大であり、必要のない医療材料の使用、文
具用品・滅菌器具等の破損・紛失が見られる。今回、
有益な看護サービスを提供するコスト管理を検討す
るために、看護職員の材料費と人件費に関するコス
ト意識・認識を明らかにすることを目的に調査をお
こなった。
【方法】自記式アンケート調査を平成22年12月15日
～31日に実施した。対象はA病院の看護師・助産師
118名。内容は材料費、人件費などに関する質問30
項目を5段階の間隔尺度を用いて尋ねた。その他、
属性、材料費と人件費に関する原価選択の質問17項
目であった。分析はSPSS ver.16.0を用いて記述統計、
t検定を行った。倫理的配慮として、参加は自由意思
であること等を書面で説明。データは数値化し、回
答をもって同意とした。A病院の倫理審査を受け
1009番にて承諾。
【結果】回答は76名（64％）であった。材料費に関
するコスト意識では、5割以上のスタッフが医療資器
材の値段を知らなかった。しかし、「水を出しっぱな
しにしない」「使用しない場所の電気をつけない」な
どエネルギーの無駄使いに努めており、節約意識は
持っていた。人件費に関するコスト意識では、NICU
と産科病棟のスタッフの意識に有意差がみられた。
また、「時間を工夫し効率よく仕事をしている」や
「時間内に終わるように業務調整をしている」など効
率よく仕事をする意識は、経営の研修に参加した群
が高かった。
【おわりに】患者の看護に時間をかけたいという意識
は高く、この時間にコストを投入していると考えら
れる。これは、質の高い看護を提供したいという意
識からきていると考える。
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